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質 問 事 項 主 な 結 果 

にあれば助かる。 

 ・手元のモニターに提供されている都城高専、大分高専の教室の様

子が気になり、一関高専の教室に集中することが難しかった。 

慣れるしかないのだろうが。 

 ・ホワイトボードに書いた内容が見にくい気がしたので、タブレッ

トに書いた文字がそのまま投影できるような仕組みがあるとよい

と思う。 

 ・ポインターが使いにくかった。 

 ・配信先の受講者の様子が非常に掴みづらい。 

 ・可能であれば、タッチパネル式のタブレット端末（あるいはパソ

コン）で直接画面にポインタ表示や線引きできるようなシステム

だとありがたい。 

４．E-learning教材について  

(1) e-learning教材についての意見・

要望 
●主に次のような意見・要望があり、今後の課題として検討する必要

がある。 

 ・統計資料などは古くなるので、何年かごとに、改訂版を出す必要

がありそうです。 

 ・講義を欠席した学生には、レポートを出す際に役立つと好評だっ

た。 

 ・どの程度補完教材として役に立っているのかわからないが、何か

フィードバックがあれば、随時取り直しや新たな教材の追加など

があってもいいのかなと思う。 

 ・e-learningは情報が一方通行となるため、学習効果が低い場合が

あるので、受講者が疑問に思った点を講師に質問できる環境が必

要と思われる。 

５．その他  

 ●その他として、次のようなご意見も頂戴したので、これらのご意見

を踏まえ、さらなる向上を目指していきたい。 

 ・自分の専門領域を他分野から見る視点を養うというのも大事なこ

とだと思う。 

 ・この授業を通して、本校でも興味を持ってくれる学生が複数いる

ことがわかり、嬉しかった。大分高専の到達目標の中では、農学

的な実験実習と、経営に関する部分が足りないところなので、こ

れを補充するような講義の機会をどうにかして作りたいと考えて

いる。 

 ・農学概論は結構幅広い分野に触れることができるので、高専生の

素養を広げる教育に大変良いと思う。 

 ・農学基礎／農業を知っている工業技術者の輩出は是非必要と思う。 

 なお、受講者アンケートの結果については、「第８章資料編」に掲載している。 

 

第４章 WEB講義システムの構築 

 平成 29年度から開始した農学概論の講義は、本校、

一関高専及び都城高専の 3高専により高専機構と豊橋・

長岡両技科大が 3機関で導入している TV会議システム

(Gi-Net)を利用して実施した。講師は、岩手県の大学や

研究機関の教員及び研究員と宮崎県の大学教員にお願

いし、講師が近隣の一関高専又は都城高専に赴いた上

で、Gi-Net を利用して講義を配信した。 

 Gi-Net の機器は、カメラ 1 台とモニター1 台、マイ

ク及びスピーカーの構成(図 4-1)となっており、何度か

講義を行っているうちに、次のような問題点が生じた。 

 

問題点１：回線が混み合っている場合には、画質の低下や乱れが無視できないレベルとな り、

画面の文字が判別できない。 

問題点２：カメラが 1台しかなく、講師を撮影すると学生の様子が把握できず、また、講師が講

図 4-1 TV会議システム(Gi-Net) 
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質 問 事 項 主 な 結 果 

 ・医学系や生物系の統計学も必要である。 

(3) アグリエンジニアリング教育は、

農業関係以外の企業等に就職した

場合、将来役に立つか 

●「役に立つ」と答えた方が 83%で、「どちらとも言えない・未回答」

が 17%であった。 

●役に立つ理由としては、主に次のような意見があった。 

 ・農業技術の改革、特に機械化には、常にいのちのしくみの制約が

伴い、この制約を乗り越えるという思考は、あらゆる企業で必要

な基本的理念であると思う。 

 ・生き物に対する科学的な視点を養うことは、様々な分野で必要に

なるはずである。多角的なものの見方はどのような分野でも役立

つはずである。 

 ・入社後、会社の業務内容の変化や農業関連企業との取引開始など、

臨機応変な対応が求められた際には対応可能と思う。 

 ・専門以外の知識を学ぶという姿勢はどのような食についても必要

なことだと思う。 

 ・エンジエアであるなら、何らかの役に立つと思っている。 

 ・工学的手法である IoTやドローンなどは時代のニーズであるから、

農学へも応用がきく。そのときに必ず役に立つと思う。 

(4) その他、自由記述 ●上記の他に、次のような感想があった。 

・実習があると良い。酪農家に見学に行けば、農・工連携の現状が

よく理解できると思う。 

・実際に農業関連企業等に勤めている工業技術者の話が聞けるとい

いと思う。 

２．農学概論について  

(1) 農学概論の講義を行った結果、気

づいた点について 
●講義の結果、感じた点について記述してもらった。主な内容は次の

とおりである。 

 ・受講前に、この科目の意義をいかに高専生に伝えておくかも大切

かと思う。高専生は優秀だが、それ故に、本丸だけを意識して、

それ以外は軽く見る傾向が、大学に比べると強いように感じる。 

 ・学生の自発的な質問を引き出すのが難しいと感じている。 

 ・90分の時間内に納めることは難しかった。 

 ・一章に含まれている内容が多いため、全て話したいのはよく理解

できるが、あまり前置きを長くせず、コア部分を集中的に話して

頂けると、理解度も高まり、学生も集中力を切らすことがないの

ではないかと思う。 

 ・実際に農業関連企業等に勤めている工業技術者にヒアリングを行

って、必要な知識や、自分で勉強したことなど聞ければ、講義に

フィードバックできるのではないかと思う。 

 ・分野が広く専門的な内容が多いため、学生の負担が大きくなって

いないかが心配である。 

 ・ＷＥＢ講義システムを利用しているため、学生と直接見えないと

ころがあり、講義の内容について、学生の反応を確認することは

難しいと思う。 

 ・授業全体について、講義担当者間での共有が必要と思う。 

３．WEB講義システムについて  

(1) 授業配信システム(WEB 講義シス

テム)を利用した授業について 
●WEB 講義システムを利用した授業について、利用しやすいと回答し

た方が 46％、利用し難いが 18％、どちらとも言えないが 27％であ

り、約半数が利用しやすいと回答しているものの、以下に記載のよ

うに新たなシステムのため、不慣れな部分もあったと思われる。 

●利用者からの主な感想は次のとおりである。 

 ・新システムは、操作がシンプルになって、昨年のものより、よか

ったように感じる。 

 ・これまで経験してこなかったシステムのため戸惑いはあったが、

特に問題なく利用できたと思う。 

 ・講義システムの扱いに不慣れなこともあり、難しかった。 

 ・特に今年のバージョンは使いやすく、また質問等もしやすかった。 

 ・ライブ感がなくなる。 

 ・やや利用し難かったが、双方慣れてくれば改善できると思う。 

(2) WEB講義システムの改善点等につ

いて 
●主に次のような感想があり、今後改善できるところについては、検

討の必要がある。 

 ・学生の反応を少しでも的確につかめるよう、メインのスクリーン

とは別に、全ての教室の様子を同時に表示できるモニターが手元
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・受講者モード：2か所の教室の受講学生の映像を映す。 

・4分割モード：講師、受講教室 2か所、講師パワーポイントを 4分割で映す。受信側の学生

が講師に質問を行った場合など、講師は質問をした学生を見ながら回答するこ

とができ、学生も講師とパワーポイントを見ながら質問を続けることができる。

(図 4.1-3) 

・2分割モード：講師と受講学生など、並べて映すことができる。 

 

また、ネット環境を利用し、Gi-Net の登録をしていない教室でも利用することができる。 

 

 

 

 

 

 

4.2 使用する機器の概要 
機器の構成の概要は、次のとおりである。 

・ノートパソコン２台（講義配信用、講師ＰＰＴプレゼン用） 

・ビデオカメラ２台、三脚 （１台のカメラで講師（または講師＋白板）を、もう１台で聴

講学生を撮影する。なお、受講のみの場合はカメラ１台で良い） 

・ＡＶミキサー、マイク、スピーカー 

図 4.1-2 講義を行う場合の講義モード 

図 4.1-3 質問を行う場合の 4分割モード 
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図 4.1-1 WEB講義システム概要図 

義中の他高専の状況も把握できず、他高専の学生への質問が行い辛い。 

 問題点３：Gi-Netを設置している教室しか利用できず、受講者数に適した教室を選択できない。 

 これらの問題点を解決するために、次の要件を備えたシステムを KOSEN(高専)4.0イニシア

ティブの経費を使用して独自制作することし、新たな TV講義システム(図 4-2)を、「WEB 講義

システム」と呼ぶこととした。 

・発信側：講師、受講学生、板書又はＰＰＴの３つの映像を撮影し、講師及び板書又はＰＰ  

Ｔの配信が可能となる。 

・受信側：講師及び板書又はＰＰＴを受信し、受講学生の撮影・配信が可能となる。 

 ・質問学生を撮影・配信を可能とする。 

 ・Gｉ-net を設置していない教室でもネットワーク環境(グローバル IPアドレスは不要)が

備えられた教室であれば TV講義が可能となるように可動式とする。 

 

  
 

 

 新たに構築した WEB講義システムの概要は、概ね次のとおりである。 

 

4.1 WEB講義システム概要 
WEB 講義システムは、ビデオ会議ツールである「Google Hangouts Meet」を利用している。

ブラウザの Google chrome から「 Google 

Hangouts Meet」（場合によっては、Skypeの利

用も可能）に接続し、ビデオカメラで撮影する

講師、学生、及び講師の使用しているＰＰＴを

映し出す。ミキサーを使用し手元で画面切り替

えを行うことにより、受信側にその映像を流す

ことが可能である。 

なお、画面に映し出すモードは、次のように

4 種類用意されており、必要に応じて画面を切

り替えることができ、ミキサーを意識すること

なくスイッチで簡単に操作できる仕組みとな

っている。(図 4.1-1) 

・講義モード：講師のパワーポイントを映し、

講師の様子を小窓に映す。(図

4.1-2) 

図 4-2 WEB講義システム 
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品   名 規   格 数量 備 考 

タイピンマイク SONY UTX-B03 1  

ハンドマイク SONY UTX-M03 1  

eneloop充電器 Panasonic BQ-CC55 1  

スイッチングハブ BUFFALO LSW4-GT-5NS/BK 1  

HDMI分配器 SANWASUPPLY VGA-UHDSP2 1  

HDMI分配器 Round SPLH-200 1  

HDMI切替器 Round HSWT-200 1  

HDMIキャプチャ AVerMedia BU110 1  

HDMIケーブル(10m) CANARE HDM10M-EQ 3  

ワゴン サカエ CSWA-608CJNUI 白 1  

ケーブル類、電源タップ １式 1  

 

この WEB講義システムを利用した講義は、平成 30年度の「農学概論」の 2回目の講義(4月

17日)から開始し、一関高専から配信を行った。(図 4.6-1) 

  

  

 

  
図 4.6-1 WEB講義システムによる TV講義 
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・システム設置及び格納用ワゴン 

なお、受講のみ（学生のみ）の場合の最低システムとして、パソコン・マイク・ビデオカメ

ラ（Webカメラ）があれば可能であるが、できれば音声ミキサーがあれば、音声がクリアにな

り聞き取りやすくなる。また、視聴のみの場合は、パソコンのみで可能である。 

 

4.3 使用するネットワークの概要 
 使用するネットワークの概要は、次のとおりである。 

 ・講義配信用ノート PCを、インターネットに接続できる LANに有線で接続する。 

・接続速度を保証するため有線接続を使用する。 

・Google Hangoutsや Skypeなどの WEB会議システムが利用できる必要がある。 

・Google Hangoutsや Skypeに接続できる LANであれば、VLAN（教員系・学生系など）は問

わない（本システム専用の VLANは不要）。授業の情報が流れるため VLANは学生系以外が

良い。 

 

4.4 IP アドレスについて 
本システムでは使用する PC が固定 IP である必要はないが、可能であれば、安定した接続

を確保するために固定 IPを使用する。 

固定 IP を使用する場合は、 

・TV講義配信用 PCのための IP 

・講師 PPTプレゼン用 PCのための IP（講義中にネットを利用しない場合は不要） 

の二つが必要である。（同一セグメントを推奨する。） 

本システムにグローバル IPアドレスは不要である。 

 

4.5 ネットワークを構築する上での注意 
 ビデオ通話を行うため、授業中は周囲のネットワークをある程度占有するので、出来るだ

け高速なスイッチに接続できるとよい。 

 また、ファイアーウォール等で Google Hangouts/Skypeを禁止されないようにする必要が

ある。 

 

4.6 WEB講義システムの構成 
 本校が構築した WEB 講義システムの構成は、次のとおりである。この構成は、講義を行う

教室内で使用するシステム構成であるので、講義を受診する側の教室では、講師用ノートパ

ソコンと学生撮影用のビデオカメラは不要となる。 

 

 表 4.6-1 WEB講義システムの機器構成 

品   名 規   格 数量 備 考 

配信用ノートパソコン EPSON NJ6100E 1  

講師用ノートパソコン EPSON NA512E 1  

AV ミキサー Roland VR-4HD 1  

ビデオカメラ Panasonic VX985M 2 講師・学生撮影用 

ペンタブレット ワコム CTH-690/B0 1  

三脚 SLIK GX 6400 VIDEO 2  

モニター用スピーカー YAMAHA MS-101III 1  

マイク受信機 SONY URX-P03D 1  
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り聞き取りやすくなる。また、視聴のみの場合は、パソコンのみで可能である。 

 

4.3 使用するネットワークの概要 
 使用するネットワークの概要は、次のとおりである。 

 ・講義配信用ノート PCを、インターネットに接続できる LANに有線で接続する。 

・接続速度を保証するため有線接続を使用する。 

・Google Hangoutsや Skype などの WEB会議システムが利用できる必要がある。 

・Google Hangoutsや Skype に接続できる LANであれば、VLAN（教員系・学生系など）は問

わない（本システム専用の VLAN は不要）。授業の情報が流れるため VLANは学生系以外が

良い。 

 

4.4 IP アドレスについて 
本システムでは使用する PC が固定 IP である必要はないが、可能であれば、安定した接続

を確保するために固定 IPを使用する。 

固定 IPを使用する場合は、 

・TV講義配信用 PCのための IP 

・講師 PPTプレゼン用 PCのための IP（講義中にネットを利用しない場合は不要） 

の二つが必要である。（同一セグメントを推奨する。） 

本システムにグローバル IPアドレスは不要である。 

 

4.5 ネットワークを構築する上での注意 
 ビデオ通話を行うため、授業中は周囲のネットワークをある程度占有するので、出来るだ

け高速なスイッチに接続できるとよい。 

 また、ファイアーウォール等で Google Hangouts/Skypeを禁止されないようにする必要が

ある。 

 

4.6 WEB 講義システムの構成 
 本校が構築した WEB 講義システムの構成は、次のとおりである。この構成は、講義を行う

教室内で使用するシステム構成であるので、講義を受診する側の教室では、講師用ノートパ

ソコンと学生撮影用のビデオカメラは不要となる。 

 

 表 4.6-1 WEB講義システムの機器構成 

品   名 規   格 数量 備 考 

配信用ノートパソコン EPSON NJ6100E 1  

講師用ノートパソコン EPSON NA512E 1  

AVミキサー Roland VR-4HD 1  

ビデオカメラ Panasonic VX985M 2 講師・学生撮影用 

ペンタブレット ワコム CTH-690/B0 1  

三脚 SLIK GX 6400 VIDEO 2  

モニター用スピーカー YAMAHA MS-101III 1  

マイク受信機 SONY URX-P03D 1  
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第５章 農学概論の講義を補完する e-learning 教材の作成 

 平成 29年度に実施した農学概論の講義では、講師から次のような意見があった。 

・大学農学部での講義では、半期或いは 1年以上かけて行う講義内容を農学概論では 90分

に押し込めているので、講義の重点化や時間配分が難しかった。 

 

この意見を踏まえ、講師が授業の際に時間配分を気にせずに、大切な部分を重点的に学生

のリアクションを確認しながら講義が行えるようにするために、e-learning教材を作成する

こととした。 

この e-learning 教材を授業の補完教材として使用することにより、「詳細は、e-learning

教材及びテキストを参照するように」と言った指導ができるようになる。 

また、アグリエンジニアリング教育を導入した高専や現場の技術者が、e-learning教材を

用いて自学できる道に門戸を開く準備ともなる。 

 

e-learning教材の作成に当たっては、e-learning用の機材を現場に搬入し、各講師に岩手

大学や都城高専、大分高専に集まってもらい、お 1人ずつ 2～3時間かけて 1コマ分の講義を

収録した。なお、収録の様子を図 5-1に示す。 

 

  

 
 

 

また、e-learning教材は、次のとおり本校のホームページにアクセスすることにより視

聴できるようになっている。(図 5-2) 

https://www.oita-ct.ac.jp/ae/e-learning.html 

 

収録前の事前準備 

収 録 中 

収録前の事前準備 

図 5-1 e-learning教材の収録 
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4.7 WEB講義システムマニュアル 
 新たに構築した WEB講義システムを使用する際のマニュアルを、次の図 4.7-1に示す。 

  

  

 

なお、WEB講義システムを構築するに当たっては、本校では衞藤 賢一技術長が中心となり、

本校電気電子工学科卒業生で平成 26 年 3 月に専攻科電気電子情報工学専攻を修了した高橋 

昌土氏の技術協力の下で構築したものである。 

  

図 4.7-1 WEB講義システムマニュアル 
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